
東���⼤� ��授 鈴⽊�樹
Information:

AI x METAVERSEAI x METAVERSE
�開授業

nsuzuki@u-gakugei.ac.jp

参加形態：現地又はオンライン
参加費：無料　
申し込み：Google Form
QRコードもしくは下記のURLから
（QRコードをクリックすれば、申込にジャンプします）
https://forms.gle/qgYke65mLA7XEsC76

��者募��未来の��を体�しよう�
AIとメタバースを活⽤した�開授業に、あなたも��してみませんか�
この�別な�開授業では、��のAIと�想�間（メタバース）を使って、�
しい�びの形を体�できます。

AIと��しながら、�びを�り�る体�授業では、⾃�⾃�の成�点を⾒
つけ、�のステップへ�む⼒を�てます。
メタバースの�界でダンスを�しみながら、��地にいる仲間と⼀�に�
しいダンスを�り上げ、�離を超えた�流を体�します。

https://forms.gle/qgYke65mLA7XEsC76


11/6
13:30～
15:45

AI: 球技ネット型
 (バレーボール)　

中学３年生 場所：北海道教育大学附属釧路義務教
育後期課程

白旗和也氏
（日本体育大学）

11/21
14:55～
18:05

AI: 球技ネット型
 (バレーボール)　
中学２・3年生 場所：東京学芸大学附属世田谷中学校

1/20
13:25～
16:00

AI: 球技ゴール型
 (バスケットボール)　

中学３年生
場所：京都市立開�小中学校

1/27
10:15-12:00
(授業＋協議）

13:30-15:30
（シンポジウム）

場所：四国中央市立川之江小学校
佐呂間町立佐呂間小学校

2/7
14:30～
16:55

AI: 球技ネット型
 (バトミントン)　

中学２年生 場所：高槻市立高槻第一中学校

末永祐介氏
（熊本大学）

佐藤豊氏
(桐�横浜大学)

高田 彬成氏
(帝京大学)

山本 勇太

谷 百合香

野﨑 義博

村瀬浩二氏
（和歌山大学）

プレー後にAIが生徒に向けて次々と質問を投げかけ、生徒自身
が答えを導き出しながらプレーを振り返り、深く考える学習体
験を提供します。AIと対話を重ねる中で、生徒は自らの戦術や
技術の理解を掘り下げ、「どうすれば次はもっと上手くできる
のか」を自分の言葉で語り、考える力を身につけます。

この授業では、試合後にAIが生徒一人ひとりに質問を投げか
け、自身のプレーを振り返りながら考えを整理し、学びを深め
ることを目的としています。AIとの対話を通じて、生徒は自ら
の強みや改善点を発見し、次のプレーにどう活かすかを考える
ことで、主体的な学びを促進します。

生徒が試合後にAIと対話し、自らのプレーを振り返ること
で、戦術理解と自己分析力を磨く新しい学びのアプローチ
を行います。AIが生徒一人ひとりに対して問いかけること
で、プレーの意図やチームへの貢献を深く考えるきっかけ
作りをします。

この授業では、生徒たちが試合を終えた後にAIと対話し、自ら
のプレーを振り返りながら戦略や動きの意図を見直す、新しい
学びのスタイルを取り入れています。AIは一人ひとりのプレー
に対して問いかけを行い、生徒はそれに答えることで、自らの
強みや次に挑戦すべき課題を明確にしていきます。

石川真有・石村規子
大矢貴博・菅芳香

森田 直樹

指導講評

岡出美則氏
(日本体育大学)

メタバースダンス　小学２年生

授業公開 ＋ シンポジウム：
インクルーシブ体育の未来を考える！

モデレーター：鈴木直樹（東京学芸大学）

メタバースで離れた地域にいる児童同士がアバターになって
一緒に踊ります。アバターを使ったプロテウス効果を活用し
た新たな授業デザインをご覧いただきたいと思います。

授業者

Society5.0時代のインクルーシブ体育の未来
についてシンポジストからの話題提供をもと
に考えていきます。ハイブリッド形式でのシ
ンポジウムです。

シンポジスト：
平沼源志
国立特別支援教育総合研究所
研究企画部　研究員


